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かち がくせつ

① 価値学説



ミクロ経済学
けいざいがく

ミクロ経済学は、市場経済において最適な資源配分がなされているかを、
個々の消費者や企業の行動に着目して研究する学問です。家計や企業の行
動は、商品の取引量で捉えられます。この取引量の価値を貨幣単位で表した
ものが取引額です。

行動
こうどう

取引量

商品資源配分の活動
しげんはいぶん かつどう

とりひきりょう

しょうひん

取引額

すうりょう

数量

とりひきがく

生産者    消費者
せいさんしゃ しょうひしゃ



そもそも、商品（取引量）の価値は何で決まるのか？ これは改めて問わ
れると答えにくい問題です。

商品の価値
しょうひん かち



価値を何ではかる？
かち なに

経済学者の多くは、商品価値の源泉を、労働や効用にあると考えました。労働
とは、商品やサービスの生産に必要な仕事のことです。効用とは、消費者が商
品やサービスを消費することで得られる満足度のことです。

商品価値
しょうひんかち

労働
ろうどう

効用（満足度）
こうよう まんぞくど



労働が商品価値を決めるという価値説を労働価値説、効用が商品価値を決
めるという価値説を効用価値説といいます。

効用（満足度）

労働量
ろうどうりょう

こうよう まんぞくど

商品価値
しょうひん かち

労働価値説

効用価値説

ろうどう かち   せつ

こうよう かち    せつ

富の源泉は何か？
とみ   げんせん  なに



労働価値説は、商品の価値が、その商品を生み出すために必要な労働量や
労働時間によって決まると考える学説のことです。この学説は、古典学派の経
済学者であるアダム・スミス、マルサス、リカードなどによって提唱されました。

労働量
ろうどうりょう

労働価値説
ろうどう かち   せつ

商品の価値
しょうひん かち

古典派価値論
こてんは  かちろん

アダム・スミス、マルサス、リカード

労働時間
ろうどう じかん



ところで、労働価値説は、客観的価値説とも呼ばれます。労働が、生産費用と
して、具体的に捉えられるためです。この価値説は、商品価値を費用から捉え
ています。供給側の視点で価値を捉える理論と位置づけられます。

費用から考える
ひよう  かんが

労働
ろうどう

供給側の視点
きょうきゅうがわ してん

商品の価値
しょうひん かち

市場

需要供給

客観的価値説
きゃっかんてき かちせつ



一方、効用価値説とは、商品（財・サービス）の価値は、個人がそれを消費す
ることによって得られる効用（満足度）によって決まると考える学説のことで

す。新古典学派のジェボンズ、メンガー、ワルラスなどが提唱しました。

商品の価値
しょうひん かち

新古典派価値論
しん  こてんは  かちろん

効用価値説
こうよう かち    せつ

ジェボンズ、メンガー、ワルラス



効用は消費者がその商品に対して感じる満足度のことです。消費者の主観に
依存するため、これを主観的価値説といいます。この価値説は、需要側の視

点で生産物の価値を捉える理論と位置づけられます。

売価から捉える
ばいか とら

効用
こうよう

需要側の視点
じゅようがわ してん

商品の価値
しょうひん かち

市場

需要供給

主観的価値説
しゅかんてき かちせつ



効用価値説の方が幅広く商品価値の説明ができるところから、現在の経済
学では、労働価値説ではなく、効用価値説を採用しています。

労働価値説

効用価値説

ろうどう かち   せつ

こうよう  かち   せつ

こてんは

古典派

新古典派
しんこてんは



しょうひしゃ こうどう げんかい こうよう りろん

② 消費者の行動と限界効用理論



限界効用理論は、家計や企業の行動を効用で捉える理論です。1870年代
に、労働価値説に代えて形成された効用価値説です。ワルラス、ジェボンズ、
メンガーによって樹立された理論のことです。

限界効用理論
げんかい こうよう りろん

1870年代

レオン・ワルラス
ウィリアム・スタンレー・ジェボンズ
カール・メンガー

等の学説です。

家計（消費者）と企業（生産者）の行動 を
かけい しょうひしゃ きぎょう せいさんしゃ こうどう

こうよう とら
効用で捉える。



限界効用理論とは、限界効用の性質を使って効用（満足度）の大きさを測定で
きると考える学説のことです。効用価値説の根幹をなす理論のことです。限界
効用の性質とは、同じ商品を消費していると飽きてくるという性質のことです。

限界効用理論
げんかい こうよう りろん

限界効用の性質 効用
げんかい こうよう せいしつ  こうよう

同じ商品を消費していると飽きてくる！
おな しょうひん しょうひ あ



限界効用理論は、家計と企業がどのような買物（商品選び）をすると、効用や
利潤が最大化できるかを教えてくれる理論です。家計は、商品価格と限界効用
を比較することで上手な買物（商品選び）の仕方がわかります。企業は、限界
費用と限界収益を比較することで上手な仕入れ（原材料選び）がわかります。

かけい きぎょう じょうず しょうひん えら
家計と企業の上手な商品選び

上手な買物（商品選び）

上手な仕入れ（原材料選び）

じょうず かいもの しょうひんえら

限界効用価格

限界費用 限界収益
じょうず しい げんざいりょうえら



商品を1単位追加購入することによって

生産量を1単位増やすことによって増加する費用

生産量を1単位増やすことによって増加する収益

得られる追加的な満足度

限界効用
げんかいこうよう しょうひん たんい ついか こうにゅう

え ついかてき まんぞくど

せいさんりょう たんい ふ ぞうか ひよう
限界費用
げんかいひよう

限界収益
げんかいしゅうえき せいさんりょう たんい ふ ぞうか  しゅうえき



経済学では、家計（消費者）は、自分の満足度が最大になるように行動すると
仮定しています。これを効用最大化といいます。限界効用理論から、家計が効
用を最大化するために、どのような買物（商品選び）をすればよいかがわかり
ます。

家計の行動

げんかい こうよう りろん

（消費者）

効用最大化したいわ!

どのような買物（商品選び）
限界効用理論

答え

かけい こうどう

こうよう さいだいか

をすればよいか？
かいもの しょうひんえら

しょうひしゃ

こた

上手な買物
じょうず かいもの   



限界効用逓減の法則
げんかい こうよう ていげん ほうそく

限界効用均等の法則
げんかい こうよう きんとう  ほうそく

限界効用理論
げんかい こうよう りろん

限界効用理論は、消費者（家計）が効用を最大化させようとする行動を捉え
ます。「限界効用逓減の法則」と「限界効用均等の法則」を基軸に生まれた
理論です。

その➀



「限界効用逓減の法則」とは、同じ商品を購入するごとに、その商品の限界効
用が減少していくという法則のことです。これは、同じ商品を繰り返し消費して
いくと、その商品から得られる満足度が減少していくという経験則のことです。

限界効用逓減の法則
げんかい こうよう ていげん  ほうそく

ある商品（財・サービス）の消費を増やしていくと、

その商品の限界効用が減少するという法則。
しょうひん ざい  しょうひ ふ

しょうひん げんかい こうよう げんしょう    ほうそく

限界効用とは、財・サービスを1単位追加して消費すること

による効用（財から得られる満足度）の増加分のことです。
げんかいこうよう ざい たんい  ついか  しょうひ

こうよう ざい  え まんぞくど ぞうかぶん



たとえば、1杯目のコーヒーから得られる満足度を１００満足とした場合、2杯
目の満足度は７０満足、３杯目の満足度は10満足というように次第に小さく
なっていくという法則のことです。効用には、こうした性質があります。

コーヒーから得られる

限界効用逓減の法則
げんかい こうよう ていげん ほうそく

満足度はおかわりごと

に小さくなっていく！

え

まんぞくど

ちい



「限界効用均等の法則」とは、消費者が複数の商品間で限界効用（満足度）
が均等になるまで購入を続けると、効用が最大になるという法則のことです。

限界効用均等の法則
げんかい こうよう きんとう ほうそく

予算内で複数の商品を購入する場合、限界効用が大きい順に買物を

つづ せんたくし こうよう さいだいか ほうそく

よさんない ふくすう しょうひん こうにゅう ばあい げんかいこうよう おお じゅん かいもの

続けると、選択肢がなくなるところで効用が最大化されるという法則。

限界効用が均等になるとき、選択肢がなくなる！
げんかいこうよう きんとう せんたくし

効用を最大化させるお買物（商品選び）
こうよう さいだいか  かいもの しょうひん えら



たとえば、予算1000円で、りんごとみかんを購入する場合を考えてみます。
価格は共に1個300円です。りんご１個目の限界効用は100満足、みかん

１個目の限界効用は２０満足であるとします。この場合、りんごだけを3個購

入します。総効用（200満足）となり、最適な選択（効用最大化）になります。

限界効用(100満足)
1個  300円

予算(1000円)
よさん えん

上手な商品選び
じょうず しょうひん えら

限界効用(70満足)

限界効用(30満足)

限界効用(20満足)

いっこ  えん

みかんは選択しない！
せんたく

げんかい こうよう まんぞく

げんかい こうよう まんぞく

げんかい こうよう まんぞく

げんかい こうよう まんぞく

購入量(３個)

そう こうよう  まんぞく

総効用(200満足)

さいてき

最適！

こうにゅう りょう  こ

たとえば、

限界効用(100満足)
げんかい こうよう まんぞく

限界効用(20満足)
げんかい こうよう まんぞく



「限界効用均等の法則」は、「加重限界効用均等の法則」というより洗練され
た表現に置き換えられます。加重限界効用とは、「1円あたりの限界効用」を意
味し、これが等しくなるように商品選択を行うことで、効用が最大化されるとい
う法則です。この法則に従えば、消費者は最大の満足（効用）が得られます。

加重限界効用均等の法則
かじゅう げんかい こうよう きんとう ほうそく

一定の所得で数種類の財を購入する場合、各財の限界効用を、

かかく じょ あたい ひと こうにゅう すす

いってい しょとく すうしゅるい  ざい  こうにゅう ばあい かく ざい  げんかい   こうよう

それぞれの価格で除した値が等しくなるように購入を進めると、

得られる効用が最大化されるという法則。 
え こうよう さいだいか ほうそく

より洗練された言い方にすると、
せんれん  い かた

加重限界効用 ＝1円当たりの限界効用
かじゅう げんかい こうよう えん あ げんかい こうよう



｢加重限界効用均等｣を表す等式
かじゅう げんかい こうよう きんとう とうしき

効用最大化

限界効用1

価格1 

限界効用2

価格2 

限界効用３

価格3
＝ ＝

（ MU： 各消費財の限界効用 P：価格 ）

P1    P2     Pn

MU1 MU2  MUn
＝ ⋯

ここで、MUi は i 番目の消費財の限界効用、Pi は i 番目の消費財の価格を表します。

エムユー かく しょうひざい げんかい こうよう ピィ     かかく

こうよう さいだいか

＝

エムユーアイ  アイ ばんめ しょうひざい げんかいこうよう ピィアイ アイ  ばんめ しょうひざい    かかく あらわ

加重限界効用は、各消費財の限界効用をその価格で割ることで求められます。
これをMU/Pと記述します。加重限界効用均等とは、1円あたりの限界効用が
すべての商品において等しくなることです。MU/Pが皆等しくなることです。



限界効用逓減の法則
げんかい こうよう ていげん ほうそく

限界効用均等の法則
げんかい こうよう きんとう ほうそく

ゴッセンの第2法則

ゴッセンの第１法則

限界効用学説の先駆者

ところで、「限界効用逓減の法則」を「ゴッセンの第1法則」、「限界効用均等
の法則」を「ゴッセンの第2法則」と呼びます。近年になって、１８７０年代に発
表された限界効用概念が、それ以前にゴッセンの著作（1854年）で発表されて
いたことがわかったためです。

だい いち ほうそく

だい に ほうそく

ヘルマン・ハインリヒ・ゴッセン（1810年 - 1858年）

ドイツ・プロイセンの経済学者

主著『人間交易論』1854年

けいざいがくしゃ

しゅちょ にんげん  こうえきろん
げんかいこうようがくせつ せんくしゃ



げんかい こうよう

限界効用と需要の関係
げんかい こうよう じゅよう かんけい

限界効用理論で消費者の効用最大化行動を捉えると、需要量がわかります。
需要量とは、限界効用の大きい順にそれが均等になるまで商品選びをした
ものです。簡単にいえば、「上手な買物をする行動」が需要になります。

限界効用

上手な商品選び

需要
じょうず しょうひん えら

じゅよう



せいさんしゃ こうどう げんかい こうよう りろん

➂ 生産者の行動と限界効用理論



さて、今度は、企業の行動を利潤で
こんど きぎょう こうどう りじゅん

捉えてみましょう。
とら



経済学において、企業（生産者）は、自社の利潤（満足度）が最大になるよう
に行動すると仮定しています。限界効用理論は、企業が利潤を最大化させる

ためにどれだけ生産すればよいのか、そのために、生産要素財（原材料）を

どのように選択すればよいかを説明する理論です。

最大値を求める数理
さいだいち  もと すうり

企業の行動 利潤最大化
りじゅん さいだいかきぎょう こうどう

どのような原材料（生産要素財）
げんざいりょう せいさん ようそ ざい

を購入（選択）すればよいか？
こうにゅう せんたく

どれだけ生産すればよいか？

げんかい こうよう りろん
限界効用理論

答え
こた



限界生産力逓減の法則
げんかい せいさんりょく ていげん ほうそく

げんかい せいさんりょく きんとう  ほうそく

限界効用理論
げんかい こうよう りろん

限界生産力均等の法則

限界効用理論では、「限界生産力逓減の法則」と「限界生産力均等の法則」
を使って、生産者の利潤最大化の行動を捉えます。

その②



限界生産力逓減の法則とは、「生産者が、限界生産力（生産量の増加分）の
高い生産要素財の購入比率を上げていくと、利潤は向上していくけれども、そ
の生産要素財の限界生産力は徐々に減少していく」という法則のことです。

限界生産力逓減の法則
げんかい せいさんりょく ていげん ほうそく

ある生産要素（資本、労働力など）を1単位追加的に

限界生産力とは、生産量の増加分のことです。
げんかいせいさんりょく せいさんりょう ぞうかぶん

投入した場合の限界生産力は減少していくという法則
せいさんようそ しほん ろうどうりょく いちたんい ついかてき

とうにゅう ばあい げんかい せいさんりょく げんしょう ほうそく



たとえば、商品価格が100円であるとき、1個目の限界費用が10円であれ
ば、利潤は90円です。限界費用が増えていくと、2個目の利潤は80円 、3個
目の利潤は 70円 --- というように徐々に小さくなっていきます。このように、
利潤が減っていくという法則のことです。

生産物から得られる

限界生産力逓減の法則
げんかい  せいさんりょく ていげん   ほうそく

利潤は徐々に小さく

なっていく！

せいさんぶつ  え

りじゅん じょじょ ちい

1個目 2個目 3個目

限界費用   10 20 30

利潤 90 80    70

100ｰ10   100-20   100ｰ30

原価    原価  原価

りじゅん

げんかいひよう

追加費用が増えていくと、
ついか  ひよう ふ



限界生産力均等の法則とは、生産者が各生産要素財の限界生産力が等しく
なるまで、生産を続けるとき、利潤が最大化されるという法則です。

限界生産力均等の法則
げんかい せいさんりょく きんとう ほうそく

生産者が各生産要素財の限界生産力が等しくなるまで、

せいさん つづ りじゅん さいだいか  ほうそく

せいさんしゃ かく  せいさん  ようぞざい げんかい せいさんりょく ひと

生産を続けるとき、利潤が最大化されるという法則

限界生産力が均等になるとき、選択肢がなくなる！

利潤を最大化させる生産量
りじゅん さいだいか せいさんりょう

げんかいせいさんりょく きんとう せんたくし



企業が商品価格（売値）を自ら変えられない場合、利潤を大きくする鍵は、費
用を如何に小さく抑えられるかで決まります。

売上  ー  原価  ＝  利潤
うりあげ  げんか りじゅん

費用最小化が鍵
ひよう さいしょうか かぎ

費用最小化の原則
ひよう さいしょうか げんそく

100 70     30

一定値と考える

商品価格は市場で

決められるので
しょうひんかかく しじょう

き

いっていち かんが

利潤を大きくするには？
りじゅん おお



なお、「費用最小化の原則」とは、企業が一定の生産量を維持するとき、費用
が最小化する生産要素の組合わせを選択することを指します。

売上  ー  原価  ＝  利潤
うりあげ  げんか りじゅん

費用最小化が鍵
ひよう さいしょうか かぎ

費用最小化の原則
ひよう さいしょうか げんそく

100 70     30

一定値と考える

商品価格は市場で

決められるので
しょうひんかかく しじょう

き

いっていち かんが

利潤を大きくするには？
りじゅん おお



「限界生産力均等の法則」をより洗練された言い方に代えたものを「加重限界生産
力均等の法則」といいます。生産者が各生産要素財の1円あたりの限界生産
力が等しくなるまで、購入を続けるとき、利潤が最大化されるという法則です。

加重限界生産力均等の法則
かじゅう げんかい せいさんりょく きんとう ほうそく

利潤を最大化させる生産量は、各生産要素財の限界生産力を、

かかく じょ あたい    いちえん げんかい せいさんりょく ひと

りじゅん さいだいか せいさんりょう  かく  せいさんようそざい げんかいせいさんりょく

それぞれの価格で除した値（1円あたりの限界生産力）が等しくなる

ように購入すると、得られる利潤が最大化されるという法則。 
こうにゅう え りじゅん さいだいか ほうそく

より洗練された言い方にすると、
せんれん  い かた

加重限界生産力 ＝1円当たりの限界生産力
かじゅう げんかい  せいさんりょく えん  あ げんかい せいさんりょく



加重限界生産力とは、1円あたりの限界生産力のことです。ある商品の限界
生産力をその商品価格で除して求められる値です。たとえば、限界生産力が
100円で、価格が50円であれば、加重限界生産力は2円と計算されます。

加重限界生産力を表す計算式
かじゅう げんかい せいさんりょく あらわ けいさんしき

利潤最大化

限界生産力1

価格1 

限界生産力2

価格2 

限界生産力３

価格3
＝ ＝

（ MP： 各生産要素の限界生産力 P：価格 ）

P1    P2     Pn

MP1 MP2  MPn
＝ ⋯

ここで、MPi は i 番目の生産要素の限界生産力、Pi は i 番目の生産要素の価格を表します。

エムピィ かく せいさん ようそ げんかいせいさんりょく  ピィ     かかく

りじゅん さいだいか ＝

エムピィーアイ アイ ばんめ せいさんようそ げんかいせいさんりょく ピィ    アイ ばんめ  せいさんようそ    かかく あらわ

均等！



げんかい せいさんりょく

限界生産力と供給の関係
げんかい せいさんりょく きょうきゅう かんけい

限界効用理論で生産者の利潤最大化行動を捉えると、供給量がわかります。
供給量とは、限界生産力の大きい順にそれが均等になるまで生産要素財選
びをしたものです。簡単にいえば、「上手な仕入れをする行動」が供給になります。

限界生産力

上手な生産要素財選び

供給
じょうず せいさん ようそ ざい えら

きょうきゅう



ざっくりまとめると、

限界効用逓減の法則

限界効用均等の法則

上手な買物の仕方がわかった！

限界効用理論は、消費者が効用を最大化させる上手な商品選び（買物）の
数理と、生産者が利潤を最大化させる上手な原材料（生産要素財）選びの
数理を表します。前者は需要に、後者は供給になります。

げんかい こうよう ていげん  ほうそく

げんかい  こうよう きんとう  ほうそく

じょうず  かいもの しかた

限界効用理論
げんかい こうよう りろん

限界生産力逓減の法則

限界生産力均等の法則
げんかい せいさんりょく ていげん   ほうそく

げんかい せいさんりょく きんとう  ほうそく

じょうず  しい しかた
上手な仕入れの仕方がわかった！

限界効用均等

限界生産力均等

げんかい こうよう きんとう  じゅよう

げんかい せいさんりょく きんとう きょうきゅう

需要

供給



ふ  か  ぼ



きすう こうようろん じょすう こうようろん

④ 基数効用論と序数効用論



効用は計れるのか？
こうよう  はか

当初、限界効用理論は、「効用」は数字で計れるという前提で理論を展開して
いました。これを基数効用論といいます。のちに、イタリアの経済学者パレート
は、効用は数字では計れないが「序列」をつけることはできるという論理で、
効用を捉える理論を展開しました。これを序数効用論と呼びます。

効用

？

こうよう

「パレート最適」

ヴィルフレド・パレート

イタリアの経済学者
けいざいがくしゃ

（Vilfredo Pareto）
1848年 - 1923年

「パレートの法則」
ほうそく

さいてき

これ有名だよ
ゆうめい



------------------------------------------------基数効用論（cardinal utility）
きすう こうよう ろん  カ―ディナル ユーティリティ

効用の水準は数字の大小で測れると考える学説を基数効用論、効用の水準
は序列によって測れると考える学説を序数効用論と呼びます。

大小によって効用を測る理論

序列によって効用を測る理論

序数効用論（ordinal utility）
じょすう こうよう ろん  オーディナル ユーティリティ

効用の水準は数字で表せる

効用の水準は数字では表せない

こうよう すいじゅん すうじ あらわ

こうよう すいじゅん すうじ あらわ

だいしょう こうよう はか りろん

じょれつ こうよう はか りろん



効用水準の序列を捉えるために導入された概念（ツール）に、無差別曲線と予
算制約線があります。無差別曲線は、同じ満足度が得られる商品の組み合わせ
をグラフで表したものです。予算制約線は、予算をグラフで表したものです。

予算制約線

序数効用論に導入された概念
じょすう こうよう ろん どうにゅう  がいねん

無差別曲線
むさべつ きょくせん

よさん せいやくせん



無差別曲線とは、同じ満足度が得られる商品の組み合わせを表す線分です。
曲線上では、どの商品の組み合わせを選択（購入）しても満足度（効用）は同
じであることを表します。

無差別曲線
むさべつ きょくせん

無差別曲線
むさべつ きょくせん

商品（消費財）の組み合わせを

商品Y

商品X

無差別曲線
点A

点B

点Aと点Bの満足度は同じ!

むさべつ きょくせん同じ満足度（効用）が得られる

結んだ線分のこと。

おな まんぞくど こうよう え

しょうひん しょうひざい く あ

むす せんぶん

てん エィ てん ビィ まんぞくど おな

（量）

（量）



予算制約式は、予算内で最大限、購入可能な商品の組合せを表します。予算
制約線は、予算（所得）の大きさと各商品の価格との関係で決まります。この数
理を等式にしたものを予算制約式といいます。

予算制約線
よさん せいやくせん

よさん せいやくせん

予算制約線
（量）

よさん  せいやくせん

予算制約線

消費者が購入可能な商品の組み合わせ

を表す直線。これは、消費者が持つ

所得（予算）と各商品価格から決定される。

しょうひしゃ こうにゅう かのう しょうひん く あ

あらわ ちょくせん しょうひしゃ   も

しょとく よさん かく しょうひん かかく けってい

予算(所得)＝(商品Xの価格)×(商品Xの消費量)+(商品Yの価格)×(商品Yの消費量)

商品ｘ

商品Y

予算制約式 

よさん しょとく しょうひんエックス かかく しょうひんエックス しょうひりょう しょうひんワイ かかく しょうひんワイ しょうひりょう

I=PxX＋PyY

（量）
よさん    せいやく しき



限界代替率は、限界効用の比のことです。限界代替率は接線の傾きを表しま
す。「商品ｘの限界効用を１単位減らしたとき、商品Yの限界効用を限界代替率
分だけ増やさないと効用が同じにならない」ことを表わします。

限界代替率

限界代替率(  )
げんかい だいたいりつ エムアールエス

⊿X

げんかい だいたいりつ

限界効用の比のこと
限界代替率

MRS

⊿Y
MRS＝

⊿Y

⊿X

⊿X：商品２の限界効用

⊿Y：商品１の限界効用

げんかい こうよう ひ

げんかい だいたいりつ

デルタワイ しょうひん げんかい こうよう

デルタエックス しょうひん げんかい こうよう

（Marginal Rate of Substitution）
マージナル レート オブ サブスティテューション

商品X

商品Y（量）

（量）



最適消費点とは、効用が最大化されている地点のことです。ここでは、予算制
約線の傾き（価格比）と無差別曲線の限界代替率が等しくなっています。限界
効用の比とは限界代替率のことです。

最適消費点

最適消費点
さいてき しょうひてん

さいてき しょうひてん

無差別曲線の接点に求められる。

最適消費点
さいてき しょうひてん

MUｙ

MUｘPx

Py
＝

価格比 限界効用の比

最適消費点は、予算制約線と
さいてき しょうひてん よさん せいやくせん

かかくひ げんかいこうよう  ひ

むさべつ きょくせん せってん  もと

P：Priceの略

MU：Marginal Utilityの略
ピィ プライス りゃく

エムユ― マージナル ユーティリティ りゃく

商品Y

商品X（量）

（量）



基数効用論で使った限界効用均等の数理と序数効用論で使った最適消費点
を求める数理は、同じ等式です。数式からも両理論のつながりが確認できます。

序数効用論

基数効用と序数効用の数理
きすう こうよう じょすう こうよう すうり

基数効用論

げんかい  こうよう きんとう すうり

じょすう こうようろん

限界効用均等の数理
きすう  こうようろん

最適消費点の数理
さいてき しょうひてん   すうり

MUｙ

MUｘPx

Py

＝

MUｙ

Px Py
＝

MUｘ
両辺にPｙ/Muｘを掛けてみると

Px MUx Py   MUx

MUｘ    Py     MUｙ   Py
× ＝  ×

Px MUx Py   MUx

MUｘ   Py MUｙ     Py
× ＝  ×

それぞれ約分できるので

りょうへん  か

やくぶん



価値学説は、労働価値説と効用価値説に分けられる。

まとめ

限界効用理論は、基数効用論から序数効用論に発展した。

限界効用理論で生産者の利潤最大化行動を捉えると、供給量がわかる。

げんかいこうようりろん しょうひしゃ こうよう さいだいか こうどう とら   じゅようりょう

じゅようりょう  げんかいこうよう おお  じゅん きんとう   しょうひんえら

げんかいこうよう  りろん きすうこうようろん じょすうこうようろん はってん

➀

②限界効用理論で消費者の効用最大化行動を捉えると、需要量がわかる。

➂ 

④

(需要量＝限界効用の大きい順にそれが均等になるまで商品選びをしたもの)

(供給量＝限界生産力の大きい順にそれが均等になるまで生産要素財選びをしたもの)

げんかいこうようりろん  せいさんしゃ りじゅん さいだいか こうどう  とら  きょうきゅうりょう

きょうきゅうりょう  げんかいせいさんりょく おお   じゅん きんとう  せいさんようそざい えら

かちがくせつ ろうどうかちせつ   こうようかちせつ  わ



では、また次回



制作 金融大学
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